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(57)【要約】
【課題】単純な形状のバスバーを介して他のコネクタと
接続可能なコネクタを提供すること。
【解決手段】コネクタ１０は、ハウジング２０と、接点
６４２を夫々有する２つのコンタクト６０とを備えてい
る。ハウジング２０の上部には、第１挿入口３３２と、
コンタクト６０の一方の接点６４２が配置された第１受
容部４２２とが形成されている。第１挿入口３３２は、
第１方位（－Ｚ方向）に沿ってハウジング２０を見た場
合にも、第３方位（－Ｙ方向）に沿ってハウジング２０
を見た場合にも視認可能である。バスバー８６０が第１
挿入口３３２から挿入されると、第１受容部４２２は、
バスバー８６０を受容し、バスバー８６０は、接点６４
２と接触する。ハウジング２０の下部には、第２挿入口
及び第２受容部が同様に形成されている。バスバー８６
０が第２挿入口から挿入されると、第２受容部は、バス
バー８６０を受容し、バスバー８６０は、接点６４２と
接触する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１バスバー及び第２バスバーからなる２つのバスバーと接続可能なコネクタであって
、
　ハウジングと、第１コンタクト及び第２コンタクトからなる２つのコンタクトとを備え
ており、
　前記ハウジングには、第１挿入口と、第１受容部と、第２挿入口と、第２受容部とが形
成されており、
　前記第１挿入口は、所定方向における第１方位に沿って前記ハウジングを見た場合にも
、前記所定方向と直交する直交方向における第３方位に沿って前記ハウジングを見た場合
にも、視認可能であり、
　前記第２挿入口は、前記第１方位の逆方位である第２方位に沿って前記ハウジングを見
た場合にも、前記第３方位に沿って前記ハウジングを見た場合にも、視認可能であり、
　前記第１受容部は、前記第１バスバーが前記第１挿入口から挿入されたとき、前記第１
バスバーを部分的に受容し、
　前記第２受容部は、前記第２バスバーが前記第２挿入口から挿入されたとき、前記第２
バスバーを部分的に受容し、
　前記コンタクトの夫々は、前記ハウジングに保持されており、且つ、接点を有しており
　前記第１コンタクトの前記接点は、前記第１受容部の内部に位置しており、前記第１受
容部に部分的に受容された前記第１バスバーと接触し、
　前記第２コンタクトの前記接点は、前記第２受容部の内部に位置しており、前記第２受
容部に部分的に受容された前記第２バスバーと接触する
コネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタであって、
　前記第１挿入口及び前記第２挿入口の夫々は、前記所定方向及び前記直交方向によって
規定される平面に沿って延びている
コネクタ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載のコネクタであって、
　前記第１挿入口と前記第２挿入口とは、同一平面上を延びている
コネクタ。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれかに記載のコネクタであって、
　前記ハウジングは、第１保護部と、第２保護部とを有しており、
　前記第１保護部は、前記第３方位の逆方位である第４方位に沿って前記ハウジングを見
た場合に、前記第１挿入口を隠しており、
　前記第２保護部は、前記第４方位に沿って前記ハウジングを見た場合に、前記第２挿入
口を隠している
コネクタ。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれかに記載のコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、接続部を有しており、
　前記接続部の夫々は、前記バスバーと異なる接続部材と接続可能である
コネクタ。
【請求項６】
　請求項５記載のコネクタであって、
　前記ハウジングは、対象物に取り付けられる被取付部を有しており、
　前記被取付部は、前記所定方向及び前記直交方向によって規定される平面に沿って延び
ている
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コネクタ。
【請求項７】
　請求項６記載のコネクタであって、
　前記２つのコンタクトの前記接点は、前記所定方向に並んでおり、
　前記接点の夫々は、前記直交方向において、前記２つのコンタクトの前記接続部の間に
位置している
コネクタ。
【請求項８】
　請求項５記載のコネクタであって、
　前記ハウジングは、対象物に取り付けられる被取付部を有しており、
　前記被取付部は、前記直交方向と直交する平面に沿って延びている
コネクタ。
【請求項９】
　請求項８記載のコネクタであって、
　前記２つのコンタクトの前記接点は、前記所定方向に並んでおり、
　前記接点の夫々は、前記所定方向及び前記直交方向の双方と直交する第２直交方向にお
いて、前記２つのコンタクトの前記接続部の間に位置している
コネクタ。
【請求項１０】
　請求項５から請求項９までのいずれかに記載のコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、付加的接続部を有しており、
　前記付加的接続部の夫々は、前記バスバー及び前記接続部材のいずれとも異なる付加的
接続部材と接続可能である
コネクタ。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０までのいずれかに記載のコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、受部と、バネ部とを有しており、
　前記コンタクトの夫々において、前記接点は、前記バネ部に支持されており、
　前記第１コンタクトの前記接点と前記受部とは、前記第１受容部に部分的に受容された
前記第１バスバーを挟み込み、
　前記第２コンタクトの前記接点と前記受部とは、前記第２受容部に部分的に受容された
前記第２バスバーを挟み込む
コネクタ。
【請求項１２】
　請求項１１記載のコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、付加的バネ部を有しており、
　前記コンタクトの夫々において、前記受部は、前記付加的バネ部に支持されている
コネクタ。
【請求項１３】
　請求項１から請求項１２までのいずれかに記載のコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、ガイド部を有しており、
　前記第１コンタクトの前記ガイド部は、前記第１挿入口からの前記第１バスバーの挿入
をガイドし、
　前記第２コンタクトの前記ガイド部は、前記第２挿入口からの前記第２バスバーの挿入
をガイドする
コネクタ。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１３までのいずれかに記載のコネクタであって、
　カバーを備えており、
　前記カバーは、前記第３方位に沿って前記コネクタを見た場合に、前記第１挿入口及び
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前記第２挿入口の夫々を、少なくとも部分的に隠している
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バスバーを介して他のコネクタと接続可能なコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このタイプのコネクタは、例えば、特許文献１に開示されている。
【０００３】
　図５８を参照すると、特許文献１には、複数の電池ユニット（図示せず）と、電池ユニ
ットに夫々対応する複数のコネクタ９０と、複数の接続部材（バスバー）９６とを備えた
蓄電装置が開示されている。電池ユニットは、収容ラック（パネル９９２を除き図示せず
）に収容されており、上下方向に並んでいる。コネクタ９０の夫々は、ハウジング９２と
、左右に並ぶ２つのコンタクト（図示せず）とを備えている。ハウジング９２は、パネル
９９２に取り付けられており、上下方向に並んでいる。コネクタ９０の夫々において、コ
ンタクトは、対応する電池ユニットの正極及び負極に夫々接続されている（図示せず）。
【０００４】
　バスバー９６の夫々は、平板部９６２と、２つの端部９６４，９６６とを有している。
ハウジング９２の夫々には、コンタクト（図示せず）に夫々対応する２つの挿入開口部９
２４，９２６が形成されている。バスバー９６の夫々は、上下に隣接する２つのコネクタ
９０を互いに接続している。詳しくは、バスバー９６の端部９６４は、下側のコネクタ９
０の挿入開口部９２４に挿入されており、左側のコンタクトに接続されている。バスバー
９６の端部９６６は、上側のコネクタ９０の挿入開口部９２６に挿入されており、右側の
コンタクトに接続されている。バスバー９６を使用した上述の接続によって、複数の電池
ユニット（図示せず）が、複数のコネクタ９０を介して、互いに接続されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第５２４７８９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１のバスバー９６の平板部９６２は、クランク形状を有している。加えて、バ
スバー９６の端部９６４，９６６の夫々は、曲げ形成されている。バスバー９６は、この
ような複雑な形状を有しているため、製造コストが増大する。更に、２つのコネクタ９０
を互いに接続するためには、コネクタ９０の配置に適合した形状及びサイズのバスバー９
６を製造する必要がある。即ち、複雑な形状のバスバー９６は、汎用性に乏しい。
【０００７】
　そこで、本発明は、単純な形状のバスバーを介して他のコネクタと接続可能なコネクタ
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、第１のコネクタとして、
　第１バスバー及び第２バスバーからなる２つのバスバーと接続可能なコネクタであって
、
　ハウジングと、第１コンタクト及び第２コンタクトからなる２つのコンタクトとを備え
ており、
　前記ハウジングには、第１挿入口と、第１受容部と、第２挿入口と、第２受容部とが形
成されており、
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　前記第１挿入口は、所定方向における第１方位に沿って前記ハウジングを見た場合にも
、前記所定方向と直交する直交方向における第３方位に沿って前記ハウジングを見た場合
にも、視認可能であり、
　前記第２挿入口は、前記第１方位の逆方位である第２方位に沿って前記ハウジングを見
た場合にも、前記第３方位に沿って前記ハウジングを見た場合にも、視認可能であり、
　前記第１受容部は、前記第１バスバーが前記第１挿入口から挿入されたとき、前記第１
バスバーを部分的に受容し、
　前記第２受容部は、前記第２バスバーが前記第２挿入口から挿入されたとき、前記第２
バスバーを部分的に受容し、
　前記コンタクトの夫々は、前記ハウジングに保持されており、且つ、接点を有しており
　前記第１コンタクトの前記接点は、前記第１受容部の内部に位置しており、前記第１受
容部に部分的に受容された前記第１バスバーと接触し、
　前記第２コンタクトの前記接点は、前記第２受容部の内部に位置しており、前記第２受
容部に部分的に受容された前記第２バスバーと接触する
コネクタを提供する。
【０００９】
　また、本発明は、第２のコネクタとして、第１のコネクタであって、
　前記第１挿入口及び前記第２挿入口の夫々は、前記所定方向及び前記直交方向によって
規定される平面に沿って延びている
コネクタを提供する。
【００１０】
　また、本発明は、第３のコネクタとして、第１又は第２のコネクタであって、
　前記第１挿入口と前記第２挿入口とは、同一平面上を延びている
コネクタを提供する。
【００１１】
　また、本発明は、第４のコネクタとして、第１から第３までのいずれかのコネクタであ
って、
　前記ハウジングは、第１保護部と、第２保護部とを有しており、
　前記第１保護部は、前記第３方位の逆方位である第４方位に沿って前記ハウジングを見
た場合に、前記第１挿入口を隠しており、
　前記第２保護部は、前記第４方位に沿って前記ハウジングを見た場合に、前記第２挿入
口を隠している
コネクタを提供する。
【００１２】
　また、本発明は、第５のコネクタとして、第１から第４までのいずれかのコネクタであ
って、
　前記コンタクトの夫々は、接続部を有しており、
　前記接続部の夫々は、前記バスバーと異なる接続部材と接続可能である
コネクタを提供する。
【００１３】
　また、本発明は、第６のコネクタとして、第５のコネクタであって、
　前記ハウジングは、対象物に取り付けられる被取付部を有しており、
　前記被取付部は、前記所定方向及び前記直交方向によって規定される平面に沿って延び
ている
コネクタを提供する。
【００１４】
　また、本発明は、第７のコネクタとして、第６のコネクタであって、
　前記２つのコンタクトの前記接点は、前記所定方向に並んでおり、
　前記接点の夫々は、前記直交方向において、前記２つのコンタクトの前記接続部の間に
位置している
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コネクタを提供する。
【００１５】
　また、本発明は、第８のコネクタとして、第５のコネクタであって、
　前記ハウジングは、対象物に取り付けられる被取付部を有しており、
　前記被取付部は、前記直交方向と直交する平面に沿って延びている
コネクタを提供する。
【００１６】
　また、本発明は、第９のコネクタとして、第８のコネクタであって、
　前記２つのコンタクトの前記接点は、前記所定方向に並んでおり、
　前記接点の夫々は、前記所定方向及び前記直交方向の双方と直交する第２直交方向にお
いて、前記２つのコンタクトの前記接続部の間に位置している
コネクタを提供する。
【００１７】
　また、本発明は、第１０のコネクタとして、第５から第９までのいずれかのコネクタで
あって、
　前記コンタクトの夫々は、付加的接続部を有しており、
　前記付加的接続部の夫々は、前記バスバー及び前記接続部材のいずれとも異なる付加的
接続部材と接続可能である
コネクタを提供する。
【００１８】
　また、本発明は、第１１のコネクタとして、第１から第１０までのいずれかのコネクタ
であって、
　前記コンタクトの夫々は、受部と、バネ部とを有しており、
　前記コンタクトの夫々において、前記接点は、前記バネ部に支持されており、
　前記第１コンタクトの前記接点と前記受部とは、前記第１受容部に部分的に受容された
前記第１バスバーを挟み込み、
　前記第２コンタクトの前記接点と前記受部とは、前記第２受容部に部分的に受容された
前記第２バスバーを挟み込む
コネクタを提供する。
【００１９】
　また、本発明は、第１２のコネクタとして、第１１のコネクタであって、
　前記コンタクトの夫々は、付加的バネ部を有しており、
　前記コンタクトの夫々において、前記受部は、前記付加的バネ部に支持されている
コネクタを提供する。
【００２０】
　また、本発明は、第１３のコネクタとして、第１から第１２までのいずれかのコネクタ
であって、
　前記コンタクトの夫々は、ガイド部を有しており、
　前記第１コンタクトの前記ガイド部は、前記第１挿入口からの前記第１バスバーの挿入
をガイドし、
　前記第２コンタクトの前記ガイド部は、前記第２挿入口からの前記第２バスバーの挿入
をガイドする
コネクタを提供する。
【００２１】
　また、本発明は、第１４のコネクタとして、第１から第１３までのいずれかのコネクタ
であって、
　カバーを備えており、
　前記カバーは、前記第３方位に沿って前記コネクタを見た場合に、前記第１挿入口及び
前記第２挿入口の夫々を、少なくとも部分的に隠している
コネクタを提供する。
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【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、第１挿入口は、第１方位に沿ってハウジングを見た場合にも、第１方
位と直交する第３方位に沿ってハウジングを見た場合にも、視認可能である。加えて、第
２挿入口は、第１方位の逆方位である第２方位に沿ってハウジングを見た場合にも、第３
方位に沿ってハウジングを見た場合にも、視認可能である。このように形成された第１挿
入口及び第２挿入口の夫々は、第３方位に沿ったバスバーの挿入を許容する。従って、本
発明によるコネクタの第１挿入口を、本発明による他のコネクタの第２挿入口と所定方向
において対向するように配置した場合、単純な矩形形状のバスバーを第３方位に沿って移
動させるだけで、バスバーの一端が第１挿入口に挿入されてコネクタと接続し、バスバー
の他端が第２挿入口に挿入されて他のコネクタと接続する。即ち、本発明によるコネクタ
は、単純な形状のバスバーを介して他のコネクタと接続可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１の実施の形態によるコネクタを備える蓄電装置を示す斜視図である
。
【図２】図１の蓄電装置の電池ユニットを示す斜視図である。電池ユニットには、コネク
タが取り付けられている。コネクタに接続されたバスバーの輪郭を破線で描画している。
電池ユニットのケースの蓋は描画していない。
【図３】図２の電池ユニット及びコネクタを示す上面図である。ケースの蓋は描画してい
ない。
【図４】図２のコネクタを示す斜視図である。コネクタに接続されたバスバーの輪郭を破
線で描画している。
【図５】図４のコネクタのコネクタ本体とカバーとを示す斜視図である。コネクタ本体に
は、電池ユニットの端子が接続されている。
【図６】図４のコネクタを示す分解斜視図である。
【図７】図５のコネクタ本体を示す斜視図である。コネクタ本体に接続されたバスバーの
輪郭を破線で描画している。
【図８】図７のコネクタ本体を示す別の斜視図である。
【図９】図７のコネクタ本体を示す正面図である。コネクタ本体に接続されたバスバーの
輪郭を破線で描画している。
【図１０】図７のコネクタ本体を示す側面図である。
【図１１】図７のコネクタ本体を示す別の側面図である。コネクタのカバーの輪郭を破線
で描画している。
【図１２】図７のコネクタ本体を示す上面図である。
【図１３】図７のコネクタ本体を示す底面図である。
【図１４】図７のコネクタ本体を示す背面図である。カバーの輪郭を破線で描画している
。
【図１５】図９のコネクタ本体をＸＶ－ＸＶ線に沿って示す断面図である。
【図１６】図９のコネクタ本体をＸＶＩ－ＸＶＩ線に沿って示す断面図である。
【図１７】図９のコネクタ本体をＸＶＩＩ－ＸＶＩＩ線に沿って示す断面図である。コネ
クタ本体にバスバーが接続されている。第１受容部及び第２受容部の一部（破線で囲んだ
部分）を夫々拡大して描画している。拡大図において、第１接続空間及び第２接続空間の
輪郭を１点鎖線で描画している。
【図１８】図１０のコネクタ本体をＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線に沿って示す断面図である
。
【図１９】図７のコネクタ本体のハウジングの第１部材を示す斜視図である。
【図２０】図７のコネクタ本体のハウジングの第２部材を示す斜視図である。
【図２１】図７のコネクタ本体の２つのコンタクトを示す斜視図である。
【図２２】図２１の２つのコンタクトのうちの第１コンタクトを示す斜視図である。
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【図２３】図２２の第１コンタクトを示す上面図である。コンタクトの一部（破線で囲ん
だ部分）を拡大して描画している。
【図２４】図２１の２つのコンタクトを示す側面図である。
【図２５】図７のコネクタ本体を２つのバスバーと共に示す斜視図である。バスバーの夫
々は、コネクタ本体への接続開始状態にある。
【図２６】図１の蓄電装置のうちの２つの電池ユニットを示す正面図である。電池ユニッ
トには、コネクタ本体が夫々取り付けられている。２つのコネクタ本体は、バスバーを介
して互いに接続されている。
【図２７】図２６の電池ユニット、コネクタ本体及びバスバーを示す側面図である。
【図２８】図２６の電池ユニット、コネクタ本体及びバスバーを示す別の側面図である。
【図２９】図２６の電池ユニット、コネクタ本体及びバスバーを示す更に別の側面図であ
る。
【図３０】図７のコネクタ本体をバスバー及びケーブルと共に示す斜視図である。バスバ
ー及びケーブルの夫々は、コネクタ本体に接続されている。
【図３１】図２６のコネクタ本体、バスバー及びケーブルを示す斜視図である。コネクタ
本体には、カバーが取り付けられている。
【図３２】図７のコネクタ本体の変形例を示す斜視図である。
【図３３】図３２のコネクタ本体を示す別の斜視図である。
【図３４】図３２のコネクタ本体を示す側面図である。
【図３５】図３２のコネクタ本体を示す別の側面図である。
【図３６】図３２のコネクタ本体を示す上面図である。
【図３７】図３２のコネクタ本体を示す底面図である。
【図３８】図３６のコネクタ本体をＸＸＸＶＩＩＩ－ＸＸＸＶＩＩＩ線に沿って示す断面
図である。
【図３９】図３６のコネクタ本体をＸＸＸＩＸ－ＸＸＸＩＸ線に沿って示す断面図である
。
【図４０】図２の電池ユニットの変形例を示す斜視図である。ケースの蓋は描画していな
い。
【図４１】図４０の電池ユニットを示す斜視図である。電池ユニットには、図３２のコネ
クタ本体が取り付けられている。コネクタ本体の近傍（破線で囲んだ部分）を拡大して描
画している。ケースの蓋は描画していない。
【図４２】図４１の電池ユニット及びコネクタ本体を示す上面図である。ケースの蓋は描
画していない。
【図４３】図４１のコネクタ本体を示す斜視図である。コネクタ本体には、電池ユニット
の端子が接続されている。
【図４４】本発明の第２の実施の形態によるコネクタのコネクタ本体を示す斜視図である
。コネクタ本体に接続されたバスバーの輪郭を破線で描画している。
【図４５】図４４のコネクタ本体を示す別の斜視図である。
【図４６】図４４のコネクタ本体を示す正面図である。
【図４７】図４４のコネクタ本体を示す上面図である。
【図４８】図４４のコネクタ本体を示す底面図である。
【図４９】図４４のコネクタ本体を示す背面図である。
【図５０】図４４のコネクタ本体の２つのコンタクトを示す斜視図である。
【図５１】図５０の２つのコンタクトを示す正面図である。
【図５２】図５０の２つのコンタクトのうちの第１コンタクトを示す上面図である。コン
タクトの一部（破線で囲んだ部分）を拡大して描画している。
【図５３】図４４のコネクタ本体を２つのバスバーと共に示す斜視図である。バスバーの
夫々は、コネクタ本体への接続開始状態にある。
【図５４】図５３のコネクタ本体及びバスバーを示す正面図である。バスバーの夫々は、
コネクタ本体に接続されている。第１挿入口及び第２挿入口の近傍（破線で囲んだ部分）
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を夫々拡大して描画している。拡大図において、第１接続空間及び第２接続空間の輪郭を
１点鎖線で描画している。
【図５５】図５４のコネクタ本体及びバスバーを示す斜視図である。コネクタ本体には、
カバーが取り付けられている。
【図５６】図４４のコネクタ本体を２つのケーブルと共に示す斜視図である。ケーブルの
夫々は、コネクタ本体に接続されている。
【図５７】図５６のコネクタ本体及びケーブルを示す斜視図である。コネクタ本体には、
カバーが取り付けられている。
【図５８】特許文献１の蓄電装置を部分的に示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下の説明において、互いに直交する３つの軸（Ｘ軸、Ｙ軸及びＺ軸）からなる直交座
標系を使用して位置及び方向を示す。また、Ｘ軸における＋Ｘ方向、－Ｘ方向等、軸の正
負の方向を特定して説明する場合に「方位」との用語を使用し、Ｘ方向等、軸の正負の方
向を特定せずに説明する場合に「方向」との用語を使用する。
【００２５】
　（第１の実施の形態）
　図１を参照すると、本発明の第１の実施の形態によるコネクタ１０は、蓄電装置８０に
おいて使用される。本実施の形態の蓄電装置８０は、左右方向（Ｙ方向）において２列に
分けられた複数の電池ユニット８１０を備えている。各列の電池ユニット８１０は、上下
方向（Ｚ方向）に並んでいる。蓄電装置８０は、ラック（図示せず）に収容されている。
詳しくは、ラックには、電池ユニット８１０に夫々対応する複数の棚（図示せず）が設け
られている。電池ユニット８１０の夫々は、対応する棚に設置されている。
【００２６】
　図１及び図２を参照すると、電池ユニット８１０の夫々は、電池モジュール８３０を備
えている。電池モジュール８３０には、コネクタ１０が夫々接続されている。コネクタ１
０は、バスバー８６０及びケーブル（接続部材）８８０を介して、複数の電池モジュール
８３０を互いに接続しており、これにより蓄電装置８０が形成されている。換言すれば、
本実施の形態のコネクタ１０は、電池モジュール８３０を互いに接続するために使用され
る。但し、本発明は、これに限られず、コネクタ１０は、様々な機器の接続に使用可能で
ある。
【００２７】
　本実施の形態において、バスバー８６０の夫々は、Ｚ方向に隣り合った２つのコネクタ
１０を互いに接続している。また、バスバー８６０のコネクタ１０への接続やコネクタ１
０からの接続解除は、バスバー８６０をＹ方向に移動してコネクタ１０に挿入又はコネク
タ１０から抜去することで行われる。
【００２８】
　本実施の形態において、バスバー８６０を介した２つのコネクタ１０の接続方向である
Ｚ方向を「所定方向」という。所定方向における－Ｚ方向を「第１方位」といい、所定方
向における＋Ｚ方向を「第２方位」という。また、バスバー８６０の挿入方向であり且つ
抜去方向であるＹ方向を「直交方向」という。直交方向における－Ｙ方向を「第３方位」
といい、直交方向における＋Ｙ方向を「第４方位」という。また、所定方向及び直交方向
の双方と直交するＸ方向を「第２直交方向」という。第２直交方向における－Ｘ方向を「
第５方位」といい、第２直交方向における＋Ｘ方向を「第６方位」という。
【００２９】
　図４から図６までを参照すると、本実施の形態のコネクタ１０は、コネクタ本体１２と
、絶縁体からなるカバー５０とを備えている。図６を参照すると、コネクタ本体１２は、
絶縁体からなるハウジング２０と、第１コンタクト６２及び第２コンタクト６４からなる
２つの金属製のコンタクト６０と、金属製の２つのナット７２と、金属製の２つの付加的
ナット７４とを備えている。本実施の形態において、ハウジング２０は、第１部材３０と
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、第２部材４０とを備えている。また、ナット７２と付加的ナット７４とは、互いに同じ
形状及びサイズを有している。但し、本発明は、これに限られない。例えば、ハウジング
２０は、単一の部材であってもよいし、３つ以上の部材を備えていてもよい。ナット７２
と付加的ナット７４とは、互いに異なる形状及びサイズを有していてもよい。更に、コネ
クタ１０は、コネクタ本体１２のみを備えていてもよい。
【００３０】
　以下、コネクタ１０の各部材の構造について説明する。
【００３１】
　図６、図７、図９、図１２及び図１９に示されるように、ハウジング２０の第１部材３
０は、被取付部３１０と、バスバー接続部３３０と、２つの保持部３５０とを有している
。被取付部３１０は、平板形状を有しており、所定方向（Ｚ方向）及び直交方向（Ｙ方向
）によって規定される所定平面（ＹＺ平面）に沿って延びている。バスバー接続部３３０
及び保持部３５０は、被取付部３１０から第５方位（－Ｘ方向）に沿って突出している。
バスバー接続部３３０は、直交方向において被取付部３１０の中間部に位置しており、所
定方向において被取付部３１０の両端の間を延びている。保持部３５０は、バスバー接続
部３３０の直交方向における両側に夫々位置している。
【００３２】
　図１９に示されるように、被取付部３１０は、被取付面３１２を有している。被取付面
３１２は、所定平面（ＹＺ平面）上に位置している。図７、図８及び図１９を参照すると
、被取付部３１０には、２つの取付孔３１４が形成されている。取付孔３１４は、被取付
部３１０の直交方向（Ｙ方向）における両端部に夫々位置している。取付孔３１４の夫々
は、被取付部３１０を第２直交方向（Ｘ方向）に貫通している。
【００３３】
　図１７及び図１９を参照すると、バスバー接続部３３０には、収容部３８０が設けられ
ている。収容部３８０は、バスバー接続部３３０の内部に形成された空間であり、第６方
位（＋Ｘ方向）において外部に開口している。
【００３４】
　図７、図８、図１０、図１２、図１３及び図１９を参照すると、バスバー接続部３３０
には、第１挿入口３３２と、第２挿入口３３４とが形成されている。第１挿入口３３２及
び第２挿入口３３４は、バスバー接続部３３０の所定方向（Ｚ方向）における両端部に夫
々位置している。第１挿入口３３２及び第２挿入口３３４の夫々は、第１部材３０の外部
と収容部３８０（第１部材３０の内部）とを繋ぐ空間である。第１挿入口３３２は、第２
方位（＋Ｚ方向）において外部に開口しており、且つ、第４方位（＋Ｙ方向）において外
部に開口している。第２挿入口３３４は、第１方位（－Ｚ方向）において外部に開口して
おり、且つ、第４方位において外部に開口している。
【００３５】
　図７、図８、図１１、図１２、図１３及び図１９に示されるように、バスバー接続部３
３０は、第１保護部３３６と、第２保護部３３８とを有している。図１８及び図１９を参
照すると、第１保護部３３６及び第２保護部３３８の夫々は、収容部３８０を囲む壁の一
部である。図７、図８及び図１２を参照すると、第１保護部３３６は、第１挿入口３３２
に対応している。より具体的には、第１保護部３３６は、第３方位（－Ｙ方向）における
第１挿入口３３２の先端を、直交方向（Ｙ方向）において塞いでいる。図１３を参照する
と、第２保護部３３８は、第２挿入口３３４に対応している。より具体的には、第２保護
部３３８は、第３方位における第２挿入口３３４の先端を、直交方向において塞いでいる
。
【００３６】
　図６、図１５、図１６及び図１８を参照すると、保持部３５０の夫々には、保持穴３５
２が形成されている。即ち、ハウジング２０には、２つの保持穴３５２が形成されている
。保持穴３５２の夫々は、底のある穴であり、第２方位（＋Ｚ方向）において外部に開口
している。保持穴３５２の夫々は、ナット７２に対応した形状及びサイズを有している。
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図１９を参照すると、保持部３５０の夫々には、挿入部３９２が形成されている。挿入部
３９２の夫々は、第６方位（＋Ｘ方向）において外部に開口した空間である。
【００３７】
　図６、図８、図１２、図１４及び図２０に示されるように、ハウジング２０の第２部材
４０は、基部４１０と、２つの付加的保持部４５０とを有している。基部４１０は、直交
方向（Ｙ方向）において第２部材４０の中間部に位置している。基部４１０は、コンタク
ト保持部４２０と、仕切部４４０とを有している。コンタクト保持部４２０は、第２部材
４０の所定方向（Ｚ方向）における両端の間を延びている。仕切部４４０は、所定方向に
おいて、コンタクト保持部４２０の中間部に位置しており、コンタクト保持部４２０から
第６方位（＋Ｘ方向）に沿って突出している。付加的保持部４５０は、仕切部４４０の直
交方向における両側に夫々位置している。
【００３８】
　図６、図１７、図１８及び図２０を参照すると、コンタクト保持部４２０には、第１受
容部４２２と、第２受容部４２４とが形成されている。第１受容部４２２及び第２受容部
４２４の夫々は、コンタクト保持部４２０の内部に形成された空間である。第１受容部４
２２及び第２受容部４２４は、コンタクト保持部４２０の所定方向（Ｚ方向）における両
側に夫々位置しており、所定方向において仕切壁によって互いに隔てられている。図６及
び図２０を参照すると、第１受容部４２２は、第２方位（＋Ｚ方向）において外部に開口
しており、且つ、第４方位（＋Ｙ方向）において外部に開口している。図６を参照すると
、第２受容部４２４は、第１方位（－Ｚ方向）において外部に開口しており、且つ、第３
方位（－Ｙ方向）において外部に開口している。
【００３９】
　図６、図１７、図１８及び図２０を参照すると、コンタクト保持部４２０は、第１保持
部４２６と、第２保持部４２８とを有している。図１７、図１８及び図２０を参照すると
、第１保持部４２６は、第１受容部４２２の内部に位置しており、第１受容部４２２を囲
む壁から第４方位（＋Ｙ方向）に沿って突出している。図６、図１７及び図１８を参照す
ると、第２保持部４２８は、第２受容部４２４の内部に位置しており、第２受容部４２４
を囲む壁から第３方位（－Ｙ方向）に沿って突出している。
【００４０】
　図６、図１５、図１６及び図２０に示されるように、付加的保持部４５０の夫々には、
付加的保持穴４５２が形成されている。即ち、ハウジング２０には、２つの付加的保持穴
４５２が形成されている。付加的保持穴４５２の夫々は、底のある穴であり、第２方位（
＋Ｚ方向）において外部に開口している。付加的保持穴４５２の夫々は、付加的ナット７
４に対応した形状及びサイズを有している。
【００４１】
　図５及び図６を参照すると、カバー５０は、ハウジング２０の第１部材３０のうち被取
付部３１０から第５方位（－Ｘ方向）に沿って突出した部位（突出部）に対応する形状を
有している。特に、カバー５０の内部には、突出部に対応した形状の空間が形成されてい
る。
【００４２】
　カバー５０には、２つのバスバー通過口５１０と、２つの隔壁５２０とが設けられてい
る。バスバー通過口５１０は、カバー５０の所定方向（Ｚ方向）における両端部に夫々形
成されている。バスバー通過口５１０の夫々は、カバー５０の外部と内部とを繋ぐ空間で
あり、カバー５０の直交方向（Ｙ方向）における中間部に位置している。隔壁５２０は、
カバー５０の直交方向における両端部に夫々位置している。隔壁５２０の夫々は、カバー
５０から容易に除去できるように形成されている。
【００４３】
　図２１及び図２４を参照すると、本実施の形態において、第１コンタクト６２及び第２
コンタクト６４の夫々は、曲げを有する１枚の金属板である。以下、まず、第１コンタク
ト６２の構造を説明する。
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【００４４】
　図２１及び図２２に示されるように、第１コンタクト６２は、主部６１０と、連結部６
５０と、副部６６０とを有している。主部６１０は、第３方位（－Ｙ方向）に沿って第１
コンタクト６２を見たとき、三角形状を有している。副部６６０は、矩形平板形状を有し
ており、直交平面（ＸＹ平面）に沿って延びている。連結部６５０は、湾曲しつつ延びて
おり、主部６１０と副部６６０とを直交方向（Ｙ方向）に並ぶように連結している。
【００４５】
　主部６１０は、被保持部６２０と、バネ部６３０と、付加的バネ部（バネ部）６４０と
を有している。被保持部６２０は、矩形平板形状を有しており、直交平面（ＸＹ平面）に
沿って延びている。バネ部６３０及び付加的バネ部６４０は、被保持部６２０の第２直交
方向（Ｘ方向）における両端から、第２直交方向において互いに近づきつつ、第２方位（
＋Ｚ方向）に沿って夫々延びている。この構造により、バネ部６３０及び付加的バネ部６
４０の夫々は、被保持部６２０に固定された固定端と、所定方向（Ｚ方向）において固定
端の反対側に位置する自由端とを有している。即ち、バネ部６３０及び付加的バネ部６４
０の夫々は、被保持部６２０に片持ち梁状に支持されており、弾性変形可能である。
【００４６】
　図２２及び図２３に示されるように、バネ部６３０は、自由端の近傍に位置する接点６
３２を有しており、付加的バネ部６４０は、自由端の近傍に位置する受部（接点）６４２
を有している。接点６３２は、バネ部６３０の弾性変形に伴って第２直交方向（Ｘ方向）
において移動可能である。受部６４２は、付加的バネ部６４０の弾性変形に伴って第２直
交方向において移動可能である。
【００４７】
　図２３及び図２４に示されるように、バネ部６３０には、ガイド部６３８が設けられて
おり、付加的バネ部６４０には、ガイド部６４８が設けられている。ガイド部６３８は、
バネ部６３０から第４方位（＋Ｙ方向）に沿って突出した部位の縁部である。ガイド部６
４８は、付加的バネ部６４０から第４方位に沿って突出した部位の縁部である。図２４に
示されるように、ガイド部６３８とガイド部６４８との間の第２直交方向（Ｘ方向）にお
ける距離Ｄは、第３方位（－Ｙ方向）に沿って徐々に小さくなっている。
【００４８】
　図２２を参照すると、副部６６０は、接続部６７０と、付加的接続部６８０とを有して
いる。接続部６７０は、副部６６０の第２直交方向（Ｘ方向）における両側部の一方であ
り、直交方向（Ｙ方向）において主部６１０と並んでいる。付加的接続部６８０は、副部
６６０の第２直交方向における両側部の他方であり、接続部６７０から第５方位（＋Ｘ方
向）に沿って突出している。本実施の形態において、接続部６７０と付加的接続部６８０
との間に視認可能な境界部は設けられていない。但し、本発明は、これに限られない。例
えば、接続部６７０と付加的接続部６８０とは、凹部や凸部等の視認可能な境界部によっ
て、直交方向において分割されていてもよい。また、第１コンタクト６２は、連結部６５
０及び副部６６０を有していなくてもよい。
【００４９】
　接続部６７０には、取付孔６７２が形成されている。取付孔６７２は、接続部６７０を
、所定方向（Ｚ方向）に貫通している。付加的接続部６８０には、付加的取付孔６８２が
形成されている。付加的取付孔６８２は、付加的接続部６８０を、所定方向に貫通してい
る。
【００５０】
　図２１及び図２４を参照すると、第２コンタクト６４は、第１コンタクト６２と同一の
形状及びサイズを有している。但し、第２コンタクト６４は、第１コンタクト６２をＺ軸
を中心に１８０°回転させ、更に、Ｙ軸を中心に１８０°回転させた状態に配置されてい
る。この配置により、第２コンタクト６４の被保持部６２０は、所定方向（Ｚ方向）にお
いて、第１コンタクト６２の被保持部６２０と並んでいる。また、第２コンタクト６４の
バネ部６３０及び付加的バネ部６４０は、被保持部６２０の第２直交方向（Ｘ方向）にお
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ける両端から、第２直交方向において互いに近づきつつ、第１方位（－Ｚ方向）に沿って
夫々延びている。
【００５１】
　図２４を参照すると、第２コンタクト６４は、上述の相違点を除き、第１コンタクト６
２と同じ構造を有している。即ち、コンタクト６０の夫々は、バネ部６３０と、接点６３
２と、付加的バネ部６４０と、受部６４２と、接続部６７０と、付加的接続部６８０と、
２つのガイド部６３８，６４８とを有している。コンタクト６０の夫々において、接点６
３２は、第２直交方向（Ｘ方向）において移動可能となるようにバネ部６３０に支持され
ており、受部６４２は、第２直交方向において移動可能となるように付加的バネ部６４０
に支持されている。
【００５２】
　図２４を参照すると、本実施の形態によれば、第１コンタクト６２及び第２コンタクト
６４の夫々において、バネ部６３０と付加的バネ部６４０とは、所定平面（ＹＺ平面）に
ついて鏡対称な形状を有している。従って、付加的バネ部６４０は、バネ部６３０と同様
に機能し、受部６４２は、接点６３２と同様に機能する。但し、本発明はこれに限られな
い。例えば、付加的バネ部６４０の形状やバネ力は、バネ部６３０と異なっていてもよい
。更に、第２コンタクト６４の形状及びサイズは、第１コンタクト６２と異なっていても
よい。但し、部品の種類を削減して製造コストを低下させるという観点から、本実施の形
態が好ましい。
【００５３】
　上述の各部材は、以下のように組み合わされて、コネクタ本体１２（図７参照）が形成
されている。
【００５４】
　図６を参照すると、付加的ナット７４を、第２部材４０の付加的保持穴４５２に夫々挿
入する。この結果、付加的ナット７４は、付加的保持穴４５２に夫々受容されて保持され
る。次に、第１コンタクト６２を、第２部材４０に取り付ける。詳しくは、第１コンタク
ト６２の主部６１０を、第２部材４０の第１保持部４２６（図２０参照）の周りに取り付
ける。このとき、第１コンタクト６２の付加的接続部６８０を、付加的取付孔６８２が付
加的保持穴４５２と重なるようにして、付加的保持部４５０上に配置する。同様に、第２
コンタクト６４を、第２部材４０に取り付ける。詳しくは、第２コンタクト６４の主部６
１０を、第２部材４０の第２保持部４２８の周りに取り付ける。このとき、第２コンタク
ト６４の付加的接続部６８０を、付加的取付孔６８２が付加的保持穴４５２と重なるよう
にして、付加的保持部４５０上に配置する。
【００５５】
　次に、ナット７２を、第１部材３０の保持穴３５２に夫々挿入する。この結果、ナット
７２は、保持穴３５２に夫々受容されて保持される。次に、第２部材４０を、２つのコン
タクト６０（第１コンタクト６２及び第２コンタクト６４）と共に、第１部材３０に取り
付ける。詳しくは、図１９及び図２０を参照すると、第２部材４０のコンタクト保持部４
２０を、第１部材３０の収容部３８０に挿入する。このとき、第２部材４０の２つの付加
的保持部４５０の端部が、コンタクト６０（図６参照）の接続部６７０と共に、第１部材
３０の２つの挿入部３９２に夫々挿入される。図６及び図７を参照すると、上述の挿入の
結果、コンタクト６０の接続部６７０は、取付孔６７２が保持穴３５２と重なるようにし
て、保持部３５０上に夫々配置される。図１７を参照すると、このとき、第２部材４０の
２つの係合突起４８２が第１部材３０の２つの係合孔３８２と夫々係合しており、これに
よりコネクタ本体１２が組み立てられている。
【００５６】
　以下、上述のように組み立てられたコネクタ本体１２（コネクタ１０）の構造及び機能
について説明する。
【００５７】
　図７及び図１０を参照すると、ハウジング２０には、第１挿入口３３２と、第２挿入口
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３３４とが形成されている。図１０及び図１２に示されるように、第１挿入口３３２は、
所定方向（Ｚ方向）における第１方位（－Ｚ方向）に沿ってハウジング２０を見た場合に
も、所定方向と直交する直交方向（Ｙ方向）における第３方位（－Ｙ方向）に沿ってハウ
ジング２０を見た場合にも、視認可能である。図１０及び図１３に示されるように、第２
挿入口３３４は、第１方位の逆方位である第２方位（＋Ｚ方向）に沿ってハウジング２０
を見た場合にも、第３方位に沿ってハウジング２０を見た場合にも、視認可能である。
【００５８】
　図１７及び図１８を参照すると、第１受容部４２２及び第２受容部４２４の夫々は、収
容部３８０の部分空間としてハウジング２０の内部に配置されている。換言すれば、ハウ
ジング２０には、第１受容部４２２と、第２受容部４２４とが形成されている。コンタク
ト６０の夫々は、ハウジング２０に保持されている。詳しくは、第１コンタクト６２の主
部６１０は、第１受容部４２２の内部に位置しており、被保持部６２０は、第１保持部４
２６に保持されている。第２コンタクト６４の主部６１０は、第２受容部４２４の内部に
位置しており、被保持部６２０は、第２保持部４２８に保持されている。このように保持
された第１コンタクト６２の接点６３２及び受部６４２は、第１受容部４２２の内部に位
置している。同様に、第２コンタクト６４の接点６３２及び受部６４２は、第２受容部４
２４の内部に位置している。
【００５９】
　図２を参照すると、本実施の形態において、コネクタ本体１２は、電池ユニット８１０
に取り付けられて使用される。図２及び図３を参照すると、電池ユニット８１０は、電池
モジュール８３０に加えて、取付パネル（対象物）８２２を有するケース８２０を備えて
いる。電池モジュール８３０は、ケース８２０の内部に収容されている。電池モジュール
８３０は、本体部８３２と、２つの端子８３４，８３６とを有している。端子８３４，８
３６の一方は、本体部８３２の正極に接続されており、端子８３４，８３６の他方は、本
体部８３２の負極に接続されている。コネクタ本体１２の被取付部３１０は、取付孔３１
４を通過したネジによって、ケース８２０の取付パネル８２２に取り付けられ固定される
。このとき、被取付面３１２は、取付パネル８２２と接触している。
【００６０】
　図３を参照すると、コネクタ本体１２の付加的保持部４５０は、コンタクト６０（図８
参照）の付加的接続部６８０と共に、取付パネル８２２の孔（図示せず）を通過して、ケ
ース８２０の内部に突出している。図５を併せて参照すると、電池モジュール８３０の端
子８３４，８３６は、取付ネジ８９０及び付加的ナット７４（図１５及び図１６参照）に
よって、付加的接続部６８０に夫々固定されており、これによりコネクタ本体１２は、電
池モジュール８３０と電気的に接続されている。
【００６１】
　図８を参照すると、コネクタ本体１２のうち被取付部３１０及び被取付部３１０から第
６方位（＋Ｘ方向）に沿って突出した部位（仕切部４４０、２つの付加的保持部４５０及
び２つの付加的接続部６８０）は、所定方向（Ｚ方向）において非対称な形状を有してい
る。取付パネル８２２（図３参照）の孔（図示せず）の形状は、この非対称な形状に対応
している。このため、コネクタ本体１２は、仕切部４４０が第２方位（＋Ｚ方向）に沿っ
て付加的保持部４５０を超えて突出した状態においてのみ、取付パネル８２２に取付可能
である。
【００６２】
　図１を参照すると、所定方向（Ｚ方向）において隣り合う２つのコネクタ本体１２は、
バスバー８６０によって互いに接続されている。詳しくは、図２を参照すると、コネクタ
本体１２の所定方向における両側には、２つのバスバー８６０が夫々接続されている。バ
スバー８６０の夫々は、金属等の導電体から形成されており、矩形平板形状を有している
。より具体的には、バスバー８６０の夫々は、単純な長方形の金属板である。
【００６３】
　バスバー８６０の一方は、コネクタ本体１２から第２方位（＋Ｚ方向）に沿って延びる
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第１バスバー８６２であり、バスバー８６０の他方は、コネクタ本体１２から第１方位（
－Ｚ方向）に沿って延びる第２バスバー８６４である。即ち、コネクタ本体１２は、第１
バスバー８６２及び第２バスバー８６４からなる２つのバスバー８６０と接続可能である
。本実施の形態において、第１バスバー８６２と第２バスバー８６４とは、互いに同じ形
状及びサイズを有している。但し、本発明は、これに限られず、第１バスバー８６２と第
２バスバー８６４とは、多少異なる形状及びサイズを有していてもよい。
【００６４】
　図２５を図１０と併せて参照すると、第１バスバー８６２の端部は、第３方位（－Ｙ方
向）に沿って第１挿入口３３２を通過して、第１受容部４２２に挿入され、第２バスバー
８６４の端部は、第３方位に沿って第２挿入口３３４を通過して、第２受容部４２４に挿
入される。第１受容部４２２は、第１バスバー８６２が第１挿入口３３２から挿入された
とき、第１バスバー８６２を部分的に受容する。また、第２受容部４２４は、第２バスバ
ー８６４が第２挿入口３３４から挿入されたとき、第２バスバー８６４を部分的に受容す
る。
【００６５】
　図１０及び図１２に示されるように、第１コンタクト６２の接点６３２及び受部６４２
は、第１方位（－Ｚ方向）に沿ってハウジング２０を見た場合にも、第３方位（－Ｙ方向
）に沿ってハウジング２０を見た場合にも、第１挿入口３３２を通して視認可能である。
図１０及び図１３に示されるように、第２コンタクト６４の接点６３２及び受部６４２は
、第２方位（＋Ｚ方向）に沿ってハウジング２０を見た場合にも、第３方位に沿ってハウ
ジング２０を見た場合にも、第２挿入口３３４を通して視認可能である。
【００６６】
　詳しくは、図１７を参照すると、第１コンタクト６２の接点６３２及び受部６４２は、
第１受容部４２２の一部である第１接続空間４３２の内部に位置している。第１接続空間
４３２の第２直交平面（ＸＺ平面）における輪郭は、第１挿入口３３２によって規定され
ており（図１７の１点鎖線参照）、第１接続空間４３２の直交平面（ＸＹ平面）における
輪郭も、第１挿入口３３２によって規定されている。同様に、第２コンタクト６４の接点
６３２及び受部６４２は、第２受容部４２４の一部である第２接続空間４３４の内部に位
置している。第２接続空間４３４の第２直交平面における輪郭は、第２挿入口３３４によ
って規定されており（図１７の１点鎖線参照）、第２接続空間４３４の直交平面における
輪郭も、第２挿入口３３４によって規定されている。
【００６７】
　図１７に示されるように、上述のように配置された第１コンタクト６２の接点６３２及
び受部６４２は、第１受容部４２２（第１接続空間４３２）に部分的に受容された第１バ
スバー８６２と接触する。同様に、上述のように配置された第２コンタクト６４の接点６
３２及び受部６４２は、第２受容部４２４（第２接続空間４３４）に部分的に受容された
第２バスバー８６４と接触する。この結果、コネクタ本体１２は、第１バスバー８６２及
び第２バスバー８６４の夫々と電気的に接続される。図５を併せて参照すると、電池モジ
ュール８３０の端子８３４は、第１バスバー８６２と電気的に接続され、端子８３６は、
第２バスバー８６４と電気的に接続される。
【００６８】
　上述したように、本実施の形態による第１挿入口３３２及び第２挿入口３３４の夫々は
、第３方位（－Ｙ方向）に沿ったバスバー８６０の挿入を許容する。従って、図１７を図
１と併せて参照すると、コネクタ１０の第１挿入口３３２を、他のコネクタ１０の第２挿
入口３３４と所定方向（Ｚ方向）において対向するように配置した場合、単純な矩形形状
のバスバー８６０を第３方位に沿って移動させるだけで、バスバー８６０の一端が第１挿
入口３３２に挿入されてコネクタ１０と接続し、バスバー８６０の他端が第２挿入口３３
４に挿入されて他のコネクタ１０と接続する。即ち、本実施の形態によるコネクタ１０は
、単純な形状のバスバー８６０を介して他のコネクタ１０と接続可能である。
【００６９】
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　図１０及び図１１を参照すると、ハウジング２０は、第１保護部３３６と、第２保護部
３３８とを有している。第１保護部３３６は、第３方位（－Ｙ方向）の逆方位である第４
方位（＋Ｙ方向）に沿ってハウジング２０を見た場合に、第１挿入口３３２を隠している
。第２保護部３３８は、第４方位に沿ってハウジング２０を見た場合に、第２挿入口３３
４を隠している。本実施の形態によれば、第１保護部３３６は、第１バスバー８６２（図
２５参照）の第３方位に沿った移動を停止させる。同様に、第２保護部３３８は、第２バ
スバー８６４（図２５参照）の第３方位に沿った移動を停止させる。
【００７０】
　図１８を参照すると、仮に第１保護部３３６及び第２保護部３３８が設けられていない
場合、第３方位（－Ｙ方向）に沿って第１受容部４２２に挿入された第１バスバー８６２
（図２５参照）や第３方位に沿って第２受容部４２４に挿入された第２バスバー８６４（
図２５参照）が第１受容部４２２や第２受容部４２４を通り抜けて、保持部３５０まで移
動するおそれがある。特に、第１バスバー８６２が、第２コンタクト６４の接続部６７０
が設けられた保持部３５０まで移動すると、第２コンタクト６４の接続部６７０と接触す
るおそれがある。一方、本実施の形態によれば、第１保護部３３６及び第２保護部３３８
が設けられているため、第１バスバー８６２及び第２バスバー８６４は、第１受容部４２
２及び第２受容部４２４の内部で夫々確実に停止する。但し、本発明は、これに限られず
、第１保護部３３６及び第２保護部３３８は、設けなくてもよい。
【００７１】
　図１７及び図１８を参照すると、本実施の形態のコンタクト６０の夫々において、接点
６３２及び受部６４２の夫々は、直交方向（Ｙ方向）において、２つのコンタクト６０の
接続部６７０の間に位置している。また、２つのコンタクト６０の接点６３２は、所定方
向（Ｚ方向）に並んでおり、且つ、２つのコンタクト６０の受部６４２は、所定方向に並
んでいる。第１バスバー８６２が挿入されたとき、第１コンタクト６２の接点６３２と受
部６４２とは、第１受容部４２２に部分的に受容された第１バスバー８６２を同じバネ力
によって挟み込む。同様に、第２バスバー８６４が挿入されたとき、第２コンタクト６４
の接点６３２と受部６４２とは、第２受容部４２４に部分的に受容された第２バスバー８
６４を同じバネ力によって挟み込む。これにより、コンタクト６０の夫々は、バスバー８
６０と確実に接続する。
【００７２】
　但し、本発明は、これに限られない。例えば、受部６４２は、接点６３２に比べて強い
バネ力によって支持されていてもよい。この場合、受部６４２は、バスバー８６０が挿入
された際に殆ど移動せず、バスバー８６０を受け止めてもよい。更に、第１コンタクト６
２の受部６４２は、第１受容部４２２を囲む壁等の第２部材４０の部位によって移動しな
いように支持されていてもよい。同様に、第２コンタクト６４の受部６４２は、第２受容
部４２４を囲む壁等の第２部材４０の部位によって移動しないように支持されていてもよ
い。
【００７３】
　図１２及び図２４を参照すると、第１コンタクト６２の２つのガイド部６３８，６４８
は、第４方位（＋Ｙ方向）に沿って開いており、これにより第１挿入口３３２からの第１
バスバー８６２（図２５参照）の挿入をガイドする。図１３及び図２４を参照すると、第
２コンタクト６４の２つのガイド部６３８，６４８は、第４方位に沿って開いており、こ
れにより第２挿入口３３４からの第２バスバー８６４（図２５参照）の挿入をガイドする
。本実施の形態によれば、ガイド部６３８，６４８が設けられているため、バスバー８６
０（図２５参照）の夫々を、スムーズに挿入できる。但し、本発明は、これに限られず、
ガイド部６３８，６４８を設けなくてもよい。
【００７４】
　図９に示されるように、本実施の形態のバスバー接続部３３０の所定方向（Ｚ方向）に
おける両端部の夫々は、第３方位（－Ｙ方向）に沿ってハウジング２０を見たとき、矩形
形状を有している。このため、図１０及び図１２に示されるように、第１挿入口３３２の
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一部は、所定方向に延びており、第１挿入口３３２の他の一部は、直交方向（Ｙ方向）に
延びている。即ち、本実施の形態の第１挿入口３３２は、所定方向及び直交方向によって
規定される所定平面（ＹＺ平面）に沿って連続的に延びている。図１０及び図１３に示さ
れるように、第２挿入口３３４の一部は、所定方向に延びており、第２挿入口３３４の他
の一部は、直交方向に延びている。即ち、本実施の形態の第２挿入口３３４も、所定平面
に沿って連続的に延びている。
【００７５】
　但し、本発明は、これに限られない。バスバー接続部３３０の所定方向（Ｚ方向）にお
ける端部は、台形形状、円弧形状などの様々な形状に形成できる。第１挿入口３３２及び
第２挿入口３３４の夫々の形状も、バスバー接続部３３０の端部の形状に応じて、様々な
形状に形成できる。例えば、第１挿入口３３２及び第２挿入口３３４の夫々は、所定平面
（ＹＺ平面）に沿って円弧状に延びていてもよい。
【００７６】
　図１０、図１２及び図１３を参照すると、本実施の形態において、第１挿入口３３２と
第２挿入口３３４とは、同一平面上を延びている。加えて、第１挿入口３３２と第２挿入
口３３４とは、直交方向（Ｙ方向）において同じ位置にある。従って、図１を併せて参照
すると、所定方向（Ｚ方向）において隣り合う２つのコネクタ１０を直交方向において同
じ位置に配置し、且つ、２つのコネクタ１０の被取付面３１２（図２参照）を同一平面上
に配置することで、バスバー８６０を第１挿入口３３２及び第２挿入口３３４に、容易に
挿入できる。
【００７７】
　但し、本発明は、これに限られない。バスバー８６０の形状が単純であるため、以下に
例示するように、２つのコネクタ１０において対向する第１挿入口３３２及び第２挿入口
３３４の位置ずれに対して柔軟に対応できる。特に、図１７を参照すると、第１挿入口３
３２及び第２挿入口３３４の夫々の第２直交方向（Ｘ方向）におけるサイズを、バスバー
８６０の厚さ（図１７において第２直交方向におけるバスバー８６０のサイズ）に比べて
十分に大きくすることにより、位置ずれに対して、より柔軟に対応できる。
【００７８】
　図２６を参照すると、所定方向（Ｚ方向）において隣り合う２つのコネクタ本体１２は
、直交方向（Ｙ方向）において多少異なる位置にあってもよい。この場合も、２つのコネ
クタ本体１２をバスバー８６０によって互いに接続できる。
【００７９】
　図２７を参照すると、所定方向（Ｚ方向）において隣り合う２つのコネクタ本体１２は
、第２直交方向（Ｘ方向）において多少異なる位置にあってもよい。換言すれば、２つの
コネクタ本体１２の被取付面３１２は、同一平面上ではなく、互いに平行な２つの平面上
に位置していてもよい。この場合も、２つのコネクタ本体１２をバスバー８６０によって
互いに接続できる。
【００８０】
　図２８及び図２９を参照すると、所定方向（Ｚ方向）において隣り合う２つのコネクタ
本体１２の間の距離は、多少ばらついていてもよい。例えば、所定方向において隣り合う
２つのコネクタ本体１２の間の距離がＤ１であり、所定方向において隣り合う他の２つの
コネクタ本体１２の間の距離がＤ２であってもよい。この場合、Ｄ１はＤ２よりも大きく
てもよい。
【００８１】
　また、本実施の形態によれば、バスバー８６０の形状が単純であるため、１つのコネク
タ１０における第１挿入口３３２及び第２挿入口３３４の配置を様々に変形できる。例え
ば、図１２及び図１３を参照すると、コネクタ本体１２において、第１挿入口３３２の直
交方向（Ｙ方向）における位置は、第２挿入口３３４の直交方向における位置と多少異な
っていてもよい。更に、コネクタ本体１２において、第１挿入口３３２の第２直交方向（
Ｘ方向）における位置は、第２挿入口３３４の第２直交方向における位置と多少異なって
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いてもよい。また、第１挿入口３３２及び第２挿入口３３４は、所定方向（Ｚ方向）に平
行な平面であって且つ第２直交方向と多少斜交する平面に沿って延びていてもよい。
【００８２】
　図４を参照すると、コネクタ本体１２には、２つのバスバー８６０を接続した後、カバ
ー５０が取り付けられる。図４、図１０及び図１１から理解されるように、カバー５０は
、第３方位（－Ｙ方向）に沿ってコネクタ１０を見た場合に、第１挿入口３３２及び第２
挿入口３３４の夫々を、少なくとも部分的に隠している。カバー５０を取り付けることに
より、バスバー８６０の脱落が防止できる。但し、本発明は、これに限られず、コネクタ
１０は、カバー５０を備えていなくてもよい。
【００８３】
　図１及び図３０を参照すると、所定方向（Ｚ方向）において隣り合っていない２つのコ
ネクタ１０は、ケーブル８８０を使用して接続できる。詳しくは、図７及び図３０を参照
すると、ケーブル８８０は、取付ネジ８９０及びナット７２（図１８参照）によって、接
続部６７０に夫々固定され、これによりコネクタ本体１２は、ケーブル８８０と電気的に
接続される。即ち、接続部６７０の夫々は、バスバー８６０と異なる接続部材と接続可能
である。本実施の形態における接続部材は、ケーブル８８０である。図１及び図７を参照
すると、本実施の形態によれば、接続部６７０が設けられているため、様々に配置された
複数のコネクタ１０を、バスバー８６０とケーブル８８０とを使用して接続できる。但し
、本発明は、これに限られず、接続部材は、ケーブル８８０以外の部材であってもよい。
【００８４】
　図３１を参照すると、コネクタ本体１２には、バスバー８６０及びケーブル８８０を接
続した後、隔壁５２０（図４参照）を取り外してケーブル通過口５３０を形成したカバー
５０が取り付けられる。このとき、ケーブル８８０は、ケーブル通過口５３０を通過して
コネクタ１０の外部に延びる。
【００８５】
　上述した実施の形態は、既に説明した変形例に加えて、更に様々に変形可能である。
【００８６】
　図１０及び図１１を参照すると、第１挿入口３３２及び第２挿入口３３４は、本実施の
形態において第１保護部３３６及び第２保護部３３８を設けている場所に夫々形成しても
よい。図２５を参照すると、この場合、バスバー８６０は、－Ｙ方向ではなく＋Ｙ方向に
沿って、コネクタ本体１２に挿入可能である。換言すれば、この変形例における第３方位
は、－Ｙ方向ではなく＋Ｙ方向である。
【００８７】
　図３２を参照すると、変形例によるコネクタ１０Ａは、コネクタ本体１２Ａと、カバー
５０（図４参照）とを備えている。図３３、図３６、図３８及び図３９を参照すると、コ
ネクタ本体１２Ａは、絶縁体からなるハウジング２０Ａと、第１コンタクト６２Ａ及び第
２コンタクト６４Ａからなる２つの金属製のコンタクト６０Ａと、２つのナット７２とを
備えている。ハウジング２０Ａは、第１部材３０Ａと、第２部材４０Ａとを備えている。
【００８８】
　図３２、図３３、図３８及び図３９を図１９と併せて参照すると、ハウジング２０Ａの
第１部材３０Ａは、ハウジング２０の第１部材３０の被取付部３１０と異なる被取付部３
１０Ａと、第１部材３０の保持部３５０と異なる２つの保持部３５０Ａとを有している。
被取付部３１０Ａには、保持部３５０Ａに夫々対応した２つの通過孔３９２Ａが形成され
ている。通過孔３９２Ａの夫々は、被取付部３１０Ａを第２直交方向（Ｘ方向）に貫通し
ている。保持部３５０Ａの夫々には、挿入部３９２が形成されていない。上述の相違点を
除き、第１部材３０Ａは、ハウジング２０の第１部材３０（図１９参照）と同じ構造を有
している。
【００８９】
　図３３から図３５までを図２０と併せて参照すると、ハウジング２０Ａの第２部材４０
Ａは、ハウジング２０の第２部材４０に設けられている仕切部４４０及び付加的保持部４
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５０を有していない。上述の相違点を除き、第２部材４０Ａは、ハウジング２０の第２部
材４０と同じ構造を有している。
【００９０】
　図３６を図２１と併せて参照すると、第１コンタクト６２Ａ及び第２コンタクト６４Ａ
の夫々は、第１コンタクト６２及び第２コンタクト６４の夫々に設けられている付加的接
続部６８０を有していない。上述の相違点を除き、第１コンタクト６２Ａ及び第２コンタ
クト６４Ａは、第１コンタクト６２及び第２コンタクト６４（図２１参照）と夫々同じ構
造を有している。
【００９１】
　図３３を参照すると、第２部材４０Ａのコンタクト保持部４２０は、前述した実施の形
態と同様に、第１部材３０Ａの収容部３８０（図１９参照）に挿入されており、これによ
りコネクタ本体１２Ａが組み立てられている。
【００９２】
　図３４から図３７までを参照すると、コネクタ本体１２Ａのハウジング２０Ａは、前述
した実施の形態と同じ構造のバスバー接続部３３０を有している。従って、コネクタ本体
１２Ａは、前述した実施の形態と同様に、第１バスバー８６２（図２５参照）及び第２バ
スバー８６４（図２５参照）と接続可能である。
【００９３】
　図４１及び図４２を参照すると、本変形例において、コネクタ本体１２Ａは、電池ユニ
ット８１０Ａに取り付けられて使用される。図４０から図４２までを参照すると、電池ユ
ニット８１０Ａは、取付パネル８２２を有するケース８２０Ａと、電池モジュール８３０
Ａとを備えている。電池モジュール８３０Ａは、ケース８２０Ａの内部に収容されている
。電池モジュール８３０Ａは、本体部８３２Ａと、２つの端子８３４Ａ，８３６Ａとを有
している。図４１及び図４２を参照すると、コネクタ本体１２Ａの被取付部３１０Ａは、
ケース８２０Ａの取付パネル８２２に取り付けられ固定されている。このとき、被取付面
３１２は、取付パネル８２２と接触している。
【００９４】
　図４１及び図４３を参照すると、端子８３４Ａ，８３６Ａは、通過孔３９２Ａを夫々通
過して、コネクタ本体１２Ａの保持部３５０に夫々固定されている。詳しくは、図３８及
び図３９を併せて参照すると、端子８３４Ａ，８３６Ａの夫々は、取付ネジ８９０及びナ
ット７２によって、コンタクト６０Ａの対応する接続部６７０に固定されており、これに
よりコネクタ本体１２Ａは、電池モジュール８３０Ａと電気的に接続されている。
【００９５】
　前述した実施の形態のコネクタ本体１２（図８参照）は、２つの付加的接続部６８０（
図８参照）を備えている。付加的接続部６８０の夫々は、バスバー８６０及びケーブル８
８０（接続部材）のいずれとも異なる端子８３４又は端子８３６（付加的接続部材）と接
続可能である。一方、本変形例によるコネクタ本体１２Ａは、付加的接続部６８０を備え
ていない一方、接続部６７０が付加的接続部６８０としても機能する。接続部６７０は、
前述した実施の形態と同様に、ケーブル８８０（図３０参照）と更に接続可能である。
【００９６】
　本変形例によるコネクタ本体１２Ａは、第６方位（＋Ｘ方向）に沿って被取付部３１０
Ａを超えて突出する部位（即ち、ケース８２０の内部に突出する部位）を有していない。
従って、コネクタ本体１２Ａの第２直交方向（Ｘ方向）におけるサイズを小型化できると
共に、電池ユニット８１０Ａを小型化できる。また、電池ユニット８１０Ａのケース８２
０の第２直交方向におけるサイズを維持しつつ電池モジュール８３０Ａの本体部８３２Ａ
の第２直交方向におけるサイズを増加することにより、本体部８３２Ａの電池容量を増加
できる。
【００９７】
　（第２の実施の形態）
　図４４を参照すると、本発明の第２の実施の形態によるコネクタ１０Ｂは、コネクタ１
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０（図１参照）と同様に、蓄電装置８０（図１参照）において使用される。コネクタ１０
Ｂは、取付パネル８２２（図３参照）に取り付け可能であり、第１バスバー８６２及び第
２バスバー８６４からなる２つのバスバー８６０と接続可能である。但し、本発明は、こ
れに限られず、コネクタ１０Ｂは、様々な機器の接続に使用可能である。
【００９８】
　本実施の形態において、所定方向（バスバー８６０を介した２つのコネクタ１０Ｂの接
続方向）は、第１の実施の形態と同じＺ方向である。第１方位及び第２方位は、夫々、－
Ｚ方向及び＋Ｚ方向である。一方、第１の実施の形態と異なり、直交方向（バスバー８６
０のコネクタ１０Ｂへの挿入方向であり且つコネクタ１０Ｂからの抜去方向）はＸ方向で
あり、第２直交方向はＹ方向である。また、第３方位、第４方位、第５方位及び第６方位
は、夫々、＋Ｘ方向、－Ｘ方向、＋Ｙ方向及び－Ｙ方向である。
【００９９】
　図４４、図４５及び図５５を参照すると、本実施の形態のコネクタ１０Ｂは、第１の実
施の形態によるコネクタ１０（図４、図７及び図８参照）と同様な部材を組み合わせて形
成されており、コネクタ１０と同様な構造を有している。以下、コネクタ１０Ｂとコネク
タ１０との相違点を中心に説明する。
【０１００】
　図５５を参照すると、コネクタ１０Ｂは、コネクタ本体１２Ｂと、絶縁体からなるカバ
ー５０Ｂとを備えている。図４４及び図４５を図６と併せて参照すると、コネクタ本体１
２Ｂは、絶縁体からなるハウジング２０Ｂと、第１コンタクト６２Ｂ及び第２コンタクト
６４Ｂからなる２つの金属製のコンタクト６０Ｂと、２つのナット７２と、２つの付加的
ナット７４とを備えている。ハウジング２０Ｂは、第１部材３０Ｂと、第２部材４０Ｂと
を備えている。第１部材３０Ｂと第２部材４０Ｂとは、第１の実施の形態と同様に組み合
わされており、これによりコネクタ本体１２Ｂが組み立てられている。
【０１０１】
　図４４及び図４６から図４９までに示されるように、ハウジング２０Ｂの第１部材３０
Ｂは、第１の実施の形態と同様な被取付部３１０及び２つの保持部３５０を有しており、
且つ、第１の実施の形態と異なるバスバー接続部３３０Ｂを有している。被取付部３１０
は、取付パネル８２２（図３参照）に取り付けられる部位であり、直交方向（Ｘ方向）と
直交する第２直交平面（ＹＺ平面）に沿って延びている。被取付部３１０の被取付面３１
２は、第２直交平面上に位置している。被取付部３１０の取付孔３１４の夫々は、被取付
部３１０を直交方向に貫通している。バスバー接続部３３０Ｂ及び保持部３５０は、被取
付部３１０から第４方位（－Ｘ方向）に沿って突出している。バスバー接続部３３０Ｂは
、第２直交方向（Ｙ方向）において被取付部３１０の中間部に位置している。保持部３５
０は、バスバー接続部３３０Ｂの第２直交方向における両側に夫々位置している。
【０１０２】
　図４４から図４８までを参照すると、バスバー接続部３３０Ｂには、第１挿入口３３２
Ｂと、第２挿入口３３４Ｂとが形成されている。第１挿入口３３２Ｂ及び第２挿入口３３
４Ｂは、バスバー接続部３３０Ｂの所定方向（Ｚ方向）における両端部に夫々位置してい
る。第１挿入口３３２Ｂは、第２方位（＋Ｚ方向）において外部に開口しており、且つ、
第４方位（－Ｘ方向）において外部に開口している。第２挿入口３３４Ｂは、第１方位（
－Ｚ方向）において外部に開口しており、且つ、第４方位において外部に開口している。
【０１０３】
　図４６及び図４７を参照すると、第１挿入口３３２Ｂは、所定方向（Ｚ方向）における
第１方位（－Ｚ方向）に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合にも、所定方向と直交する直
交方向（Ｘ方向）における第３方位（＋Ｘ方向）に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合に
も、視認可能である。図４６及び図４８を参照すると、第２挿入口３３４Ｂは、第１方位
の逆方位である第２方位（＋Ｚ方向）に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合にも、第３方
位に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合にも、視認可能である。
【０１０４】
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　図４４、図４５、図４７、図４８及び図４９を参照すると、バスバー接続部３３０Ｂは
、第１保護部３３６Ｂと、第２保護部３３８Ｂとを有している。第１保護部３３６Ｂ及び
第２保護部３３８Ｂの夫々は、被取付部３１０の一部である。第１保護部３３６Ｂは、第
３方位（＋Ｘ方向）における第１挿入口３３２Ｂの先端を、直交方向（Ｘ方向）において
塞いでいる。第２保護部３３８Ｂは、第３方位における第２挿入口３３４Ｂの先端を、直
交方向において塞いでいる。
【０１０５】
　図４５、図４７及び図４９に示されるように、ハウジング２０Ｂの第２部材４０Ｂは、
第１の実施の形態と同様な２つの付加的保持部４５０を有しており、且つ、第１の実施の
形態と異なる基部４１０Ｂを有している。基部４１０Ｂは、第２直交方向（Ｙ方向）にお
いて第２部材４０Ｂの中間部に位置している。基部４１０Ｂは、コンタクト保持部４２０
Ｂと、仕切部４４０Ｂとを有している。仕切部４４０Ｂは、コンタクト保持部４２０Ｂか
ら第３方位（＋Ｘ方向）に沿って突出している。付加的保持部４５０は、仕切部４４０Ｂ
の第２直交方向における両側に夫々位置している。
【０１０６】
　図４５を参照すると、コンタクト保持部４２０Ｂは、第１の実施の形態と同様に、第１
部材３０Ｂの収容部３８０（図１９参照）に挿入されている。図４６から図４８までを参
照すると、これにより、ハウジング２０Ｂには、第１受容部４２２Ｂと、第２受容部４２
４Ｂとが形成されている。
【０１０７】
　図４４及び図５５を参照すると、カバー５０Ｂは、ハウジング２０Ｂの第１部材３０Ｂ
のうち被取付部３１０から第４方位（－Ｘ方向）に沿って突出した部位（突出部）に対応
する形状を有している。特に、カバー５０Ｂの内部には、突出部に対応した形状の空間が
形成されている。図５５を参照すると、カバー５０Ｂには、２つのバスバー通過口５１０
Ｂと、２つの隔壁５２０とが設けられている。隔壁５２０は、カバー５０Ｂの第２直交方
向（Ｙ方向）における両端部に夫々位置している。
【０１０８】
　図５０及び図５１を参照すると、本実施の形態において、第１コンタクト６２Ｂ及び第
２コンタクト６４Ｂの夫々は、曲げを有する１枚の金属板である。以下、まず、第１コン
タクト６２Ｂの構造を説明する。
【０１０９】
　図５０及び図５１に示されるように、第１コンタクト６２Ｂは、第１の実施の形態と同
様な副部６６０を有しており、且つ、第１の実施の形態と異なる主部６１０Ｂと連結部６
５０Ｂとを有している。主部６１０Ｂは、第３方位（＋Ｘ方向）に沿って第１コンタクト
６２Ｂを見たとき、三角形状を有している。連結部６５０Ｂは、折れ曲がりつつ延びてお
り、主部６１０Ｂと副部６６０とを第２直交方向（Ｙ方向）に並ぶように連結している。
【０１１０】
　図５１に示されるように、主部６１０Ｂは、被保持部６２０と、バネ部６３０Ｂと、付
加的バネ部（バネ部）６４０Ｂとを有している。バネ部６３０Ｂ及び付加的バネ部６４０
Ｂは、被保持部６２０の第２直交方向（Ｙ方向）における両端から、第２直交方向におい
て互いに近づきつつ、第２方位（＋Ｚ方向）に沿って夫々延びている。即ち、バネ部６３
０Ｂ及び付加的バネ部６４０Ｂの夫々は、被保持部６２０に片持ち梁状に支持されており
、弾性変形可能である。バネ部６３０Ｂは、接点６３２を有しており、付加的バネ部６４
０Ｂは、受部６４２を有している。接点６３２は、バネ部６３０Ｂの弾性変形に伴って第
２直交方向において移動可能である。受部６４２は、付加的バネ部６４０Ｂの弾性変形に
伴って第２直交方向において移動可能である。
【０１１１】
　図５１及び図５２に示されるように、バネ部６３０Ｂには、ガイド部６３８が設けられ
ており、付加的バネ部６４０Ｂには、ガイド部６４８が設けられている。ガイド部６３８
は、バネ部６３０Ｂの接点６３２から第４方位（－Ｘ方向）に沿って突出した部位の縁部
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である。ガイド部６４８は、付加的バネ部６４０Ｂの受部６４２から第４方位に沿って突
出した部位の縁部である。図５２を参照すると、ガイド部６３８とガイド部６４８との間
の第２直交方向（Ｙ方向）における距離Ｄは、第３方位（＋Ｘ方向）に沿って徐々に小さ
くなっている。
【０１１２】
　図５０を参照すると、接続部６７０は、副部６６０の直交方向（Ｘ方向）における両側
部の一方であり、第２直交方向（Ｙ方向）において主部６１０Ｂと並んでいる。付加的接
続部６８０は、副部６６０の直交方向における両側部の他方であり、接続部６７０から第
３方位（＋Ｘ方向）に沿って突出している。
【０１１３】
　図５０及び図５１を参照すると、第２コンタクト６４Ｂは、第１コンタクト６２Ｂと同
一の形状及びサイズを有している。但し、第２コンタクト６４Ｂは、第１コンタクト６２
ＢをＹ軸を中心に１８０°回転させた状態に配置されている。この配置により、第２コン
タクト６４Ｂの被保持部６２０は、所定方向（Ｚ方向）において、第１コンタクト６２Ｂ
の被保持部６２０と並んでいる。また、第２コンタクト６４Ｂのバネ部６３０Ｂ及び付加
的バネ部６４０Ｂは、被保持部６２０の第２直交方向（Ｙ方向）における両端から、第２
直交方向において互いに近づきつつ、第１方位（－Ｚ方向）に沿って夫々延びている。第
２コンタクト６４Ｂは、上述の相違点を除き、第１コンタクト６２Ｂと同じ構造を有して
いる。
【０１１４】
　図５１を参照すると、本実施の形態によれば、第１コンタクト６２Ｂ及び第２コンタク
ト６４Ｂの夫々において、バネ部６３０Ｂと付加的バネ部６４０Ｂとは、所定平面（ＸＺ
平面）について鏡対称な形状を有している。コンタクト６０Ｂの夫々において、接点６３
２は、第２直交方向（Ｙ方向）において移動可能となるようにバネ部６３０Ｂに支持され
ており、受部６４２は、第２直交方向において移動可能となるように付加的バネ部６４０
Ｂに支持されている。
【０１１５】
　図４４及び図４５を参照すると、コンタクト６０Ｂの夫々は、ハウジング２０Ｂに保持
されている。図４６及び図４７を参照すると、第１コンタクト６２Ｂの接点６３２及び受
部６４２は、ハウジング２０Ｂの第１受容部４２２Ｂの内部に位置している。図４６及び
図４８を参照すると、第２コンタクト６４Ｂの接点６３２及び受部６４２は、ハウジング
２０Ｂの第２受容部４２４Ｂの内部に位置している。
【０１１６】
　図５３を参照すると、コネクタ本体１２Ｂは、第１の実施の形態と同じ第１バスバー８
６２及び第２バスバー８６４と接続可能である。図５３を図４６と併せて参照すると、第
１バスバー８６２の端部は、第３方位（＋Ｘ方向）に沿って第１挿入口３３２Ｂを通過し
て、第１受容部４２２Ｂに挿入され、第２バスバー８６４の端部は、第３方位に沿って第
２挿入口３３４Ｂを通過して、第２受容部４２４Ｂに挿入される。第１受容部４２２Ｂは
、第１バスバー８６２が第１挿入口３３２Ｂから挿入されたとき、第１バスバー８６２を
部分的に受容する。第２受容部４２４Ｂは、第２バスバー８６４が第２挿入口３３４Ｂか
ら挿入されたとき、第２バスバー８６４を部分的に受容する。
【０１１７】
　図４６及び図４７に示されるように、第１コンタクト６２Ｂの接点６３２及び受部６４
２は、第１方位（－Ｚ方向）に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合にも、第３方位（＋Ｘ
方向）に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合にも、第１挿入口３３２Ｂを通して視認可能
である。図４６及び図４８に示されるように、第２コンタクト６４Ｂの接点６３２及び受
部６４２は、第２方位（＋Ｚ方向）に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合にも、第３方位
に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合にも、第２挿入口３３４Ｂを通して視認可能である
。
【０１１８】
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　詳しくは、図５４を参照すると、第１コンタクト６２Ｂの接点６３２及び受部６４２は
、第１受容部４２２Ｂの一部である第１接続空間４３２Ｂの内部に位置している。第１接
続空間４３２Ｂの第２直交平面（ＹＺ平面）における輪郭は、第１挿入口３３２Ｂによっ
て規定されており（図５４の１点鎖線参照）、第１接続空間４３２Ｂの直交平面（ＸＹ平
面）における輪郭も、第１挿入口３３２Ｂによって規定されている。同様に、第２コンタ
クト６４Ｂの接点６３２及び受部６４２は、第２受容部４２４Ｂの一部である第２接続空
間４３４Ｂの内部に位置している。第２接続空間４３４Ｂの第２直交平面における輪郭は
、第２挿入口３３４Ｂによって規定されており（図５４の１点鎖線参照）、第２接続空間
４３４Ｂの直交平面における輪郭も、第２挿入口３３４Ｂによって規定されている。
【０１１９】
　図５４に示されるように、上述のように配置された第１コンタクト６２Ｂの接点６３２
及び受部６４２は、第１受容部４２２Ｂ（第１接続空間４３２Ｂ）に部分的に受容された
第１バスバー８６２と接触する。同様に、上述のように配置された第２コンタクト６４Ｂ
の接点６３２及び受部６４２は、第２受容部４２４Ｂ（第２接続空間４３４Ｂ）に部分的
に受容された第２バスバー８６４と接触する。この結果、コネクタ本体１２Ｂは、第１バ
スバー８６２及び第２バスバー８６４の夫々と電気的に接続される。図１及び図５４から
理解されるように、本実施の形態によるコネクタ１０Ｂは、第１の実施の形態と同様に、
単純な形状のバスバー８６０を介して他のコネクタ１０Ｂと接続可能である。
【０１２０】
　図４７から図４９までを参照すると、ハウジング２０Ｂの第１保護部３３６Ｂは、第３
方位（＋Ｘ方向）の逆方位である第４方位（－Ｘ方向）に沿ってハウジング２０Ｂを見た
場合に、第１挿入口３３２Ｂを隠している。ハウジング２０Ｂの第２保護部３３８Ｂは、
第４方位に沿ってハウジング２０Ｂを見た場合に、第２挿入口３３４Ｂを隠している。第
１の実施の形態と同様に、第１保護部３３６Ｂは、第１バスバー８６２（図５３参照）の
第３方位に沿った移動を停止させ、第２保護部３３８Ｂは、第２バスバー８６４（図５３
参照）の第３方位に沿った移動を停止させる。
【０１２１】
　図４７及び図４８を参照すると、コンタクト６０Ｂの夫々において、接点６３２及び受
部６４２の夫々は、第２直交方向（Ｙ方向）において、２つのコンタクト６０Ｂの接続部
６７０の間に位置している。図４６を参照すると、２つのコンタクト６０Ｂの接点６３２
は、所定方向（Ｚ方向）に並んでおり、且つ、２つのコンタクト６０Ｂの受部６４２は、
所定方向に並んでいる。第１バスバー８６２（図５３参照）が挿入されたとき、第１コン
タクト６２Ｂの接点６３２と受部６４２とは、第１受容部４２２Ｂに部分的に受容された
第１バスバー８６２を同じバネ力によって挟み込む。同様に、第２バスバー８６４（図５
３参照）が挿入されたとき、第２コンタクト６４Ｂの接点６３２と受部６４２とは、第２
受容部４２４Ｂに部分的に受容された第２バスバー８６４を同じバネ力によって挟み込む
。これにより、コンタクト６０Ｂの夫々は、バスバー８６０と確実に接続する。
【０１２２】
　図４７及び図５１を参照すると、第１コンタクト６２Ｂのガイド部６３８，６４８は、
第１挿入口３３２Ｂからの第１バスバー８６２（図５３参照）の挿入をガイドする。図４
８及び図５１を参照すると、第２コンタクト６４Ｂのガイド部６３８，６４８は、第２挿
入口３３４Ｂからの第２バスバー８６４（図５３参照）の挿入をガイドする。本実施の形
態によれば、ガイド部６３８，６４８が設けられているため、バスバー８６０（図５３参
照）の夫々を、スムーズに挿入できる。
【０１２３】
　図４６及び図４７に示されるように、第１挿入口３３２Ｂの一部は、所定方向（Ｚ方向
）に延びており、第１挿入口３３２Ｂの他の一部は、直交方向（Ｘ方向）に延びている。
即ち、第１挿入口３３２Ｂは、所定方向及び直交方向によって規定される所定平面（ＸＺ
平面）に沿って延びている。図４６及び図４８に示されるように、第２挿入口３３４Ｂの
一部は、所定方向に延びており、第２挿入口３３４Ｂの他の一部は、直交方向に延びてい
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る。即ち、第２挿入口３３４Ｂも、所定平面に沿って延びている。
【０１２４】
　特に、図４６から図４８までを参照すると、第１挿入口３３２Ｂと第２挿入口３３４Ｂ
とは、同一平面上を延びている。加えて、第１挿入口３３２Ｂと第２挿入口３３４Ｂとは
、直交方向（Ｘ方向）において同じ位置にある。本実施の形態によれば、第１の実施の形
態と同様に、所定方向（Ｚ方向）において隣り合う２つのコネクタ１０Ｂの対向する第１
挿入口３３２Ｂ及び第２挿入口３３４Ｂに対して、バスバー８６０を容易に挿入できる。
【０１２５】
　図５５を参照すると、コネクタ本体１２Ｂには、２つのバスバー８６０を接続した後、
カバー５０Ｂが取り付けられる。図４４及び図５５から理解されるように、カバー５０Ｂ
は、第３方位（＋Ｘ方向）に沿ってコネクタ１０を見た場合に、第１挿入口３３２Ｂ及び
第２挿入口３３４Ｂの夫々を、少なくとも部分的に隠している。カバー５０Ｂを取り付け
ることにより、バスバー８６０の脱落が防止できる。
【０１２６】
　図４４及び図５６を参照すると、接続部６７０の夫々は、バスバー８６０と異なるケー
ブル８８０のような接続部材と接続可能である。図４５を図３と併せて参照すると、付加
的接続部６８０の夫々は、バスバー８６０（図４４参照）及びケーブル８８０（図５６参
照）のいずれとも異なる端子８３４又は端子８３６（付加的接続部材）と接続可能である
。
【０１２７】
　図５６を参照すると、コネクタ本体１２Ｂの２つの接続部６７０に、２つのケーブル８
８０を夫々接続してもよい。図５７を参照すると、コネクタ本体１２Ｂには、ケーブル８
８０を接続した後、隔壁５２０（図５５参照）取り外してケーブル通過口５３０を形成し
たカバー５０Ｂが取り付けられる。このとき、ケーブル８８０は、ケーブル通過口５３０
を通過してコネクタ１０Ｂの外部に延びる。
【０１２８】
　本実施の形態は、第１の実施の形態と同様に様々に変形可能である。例えば、図４５を
参照すると、コネクタ本体１２Ｂは、被取付部３１０から第３方位（＋Ｘ方向）に沿って
突出する部位（仕切部４４０Ｂ、付加的保持部４５０及び付加的接続部６８０）を備えて
いなくてもよい。また、図４４を参照すると、第１挿入口３３２Ｂ及び第２挿入口３３４
Ｂの配置を様々に変形できる。例えば、第１挿入口３３２Ｂの直交方向（Ｘ方向）におけ
る位置は、第２挿入口３３４Ｂの直交方向における位置と多少異なっていてもよい。第１
挿入口３３２Ｂの第２直交方向（Ｙ方向）における位置は、第２挿入口３３４Ｂの第２直
交方向における位置と多少異なっていてもよい。第１挿入口３３２Ｂ及び第２挿入口３３
４Ｂは、所定方向（Ｚ方向）に平行な平面であって且つ第２直交方向と多少斜交する平面
に沿って延びていてもよい。
【０１２９】
　上述した実施の形態や変形例は、様々に組み合わせることができる。また、上述した実
施の形態は、更に様々に変形可能である。
【符号の説明】
【０１３０】
　１０，１０Ａ，１０Ｂ　　　　　　　　コネクタ
　１２，１２Ａ，１２Ｂ　　　　　　　　コネクタ本体
　２０，２０Ａ，２０Ｂ　　　　　　　　ハウジング
　３０，３０Ａ，３０Ｂ　　　　　　　　第１部材
　３１０，３１０Ａ　　　　　　　　　　被取付部
　３１２　　　　　　　　　　　　　　　被取付面
　３１４　　　　　　　　　　　　　　　取付孔
　３３０，３３０Ｂ　　　　　　　　　　バスバー接続部
　３３２，３３２Ｂ　　　　　　　　　　第１挿入口
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　３３４，３３４Ｂ　　　　　　　　　　第２挿入口
　３３６，３３６Ｂ　　　　　　　　　　第１保護部
　３３８，３３８Ｂ　　　　　　　　　　第２保護部
　３５０，３５０Ａ　　　　　　　　　　保持部
　３５２　　　　　　　　　　　　　　　保持穴
　３８０　　　　　　　　　　　　　　　収容部
　３８２　　　　　　　　　　　　　　　係合孔
　３９２　　　　　　　　　　　　　　　挿入部
　３９２Ａ　　　　　　　　　　　　　　通過孔
　４０，４０Ａ，４０Ｂ　　　　　　　　第２部材
　４１０，４１０Ｂ　　　　　　　　　　基部
　４２０，４２０Ｂ　　　　　　　　　　コンタクト保持部
　４２２，４２２Ｂ　　　　　　　　　　第１受容部
　４２４，４２４Ｂ　　　　　　　　　　第２受容部
　４２６　　　　　　　　　　　　　　　第１保持部
　４２８　　　　　　　　　　　　　　　第２保持部
　４３２，４３２Ｂ　　　　　　　　　　第１接続空間
　４３４，４３４Ｂ　　　　　　　　　　第２接続空間
　４４０，４４０Ｂ　　　　　　　　　　仕切部
　４５０　　　　　　　　　　　　　　　付加的保持部
　４５２　　　　　　　　　　　　　　　付加的保持穴
　４８２　　　　　　　　　　　　　　　係合突起
　５０，５０Ｂ　　　　　　　　　　　　カバー
　５１０，５１０Ｂ　　　　　　　　　　バスバー通過口
　５２０　　　　　　　　　　　　　　　隔壁
　５３０　　　　　　　　　　　　　　　ケーブル通過口
　６０，６０Ａ，６０Ｂ　　　　　　　　コンタクト
　６２，６２Ａ，６２Ｂ　　　　　　　　第１コンタクト
　６４，６４Ａ，６４Ｂ　　　　　　　　第２コンタクト
　６１０，６１０Ｂ　　　　　　　　　　主部
　６２０　　　　　　　　　　　　　　　被保持部
　６３０，６３０Ｂ　　　　　　　　　　バネ部
　６３２　　　　　　　　　　　　　　　接点
　６３８　　　　　　　　　　　　　　　ガイド部
　６４０，６４０Ｂ　　　　　　　　　　付加的バネ部（バネ部）
　６４２　　　　　　　　　　　　　　　受部（接点）
　６４８　　　　　　　　　　　　　　　ガイド部
　６５０，６５０Ｂ　　　　　　　　　　連結部
　６６０　　　　　　　　　　　　　　　副部
　６７０　　　　　　　　　　　　　　　接続部
　６７２　　　　　　　　　　　　　　　取付孔
　６８０　　　　　　　　　　　　　　　付加的接続部
　６８２　　　　　　　　　　　　　　　付加的取付孔
　７２　　　　　　　　　　　　　　　　ナット
　７４　　　　　　　　　　　　　　　　付加的ナット
　８０　　　　　　　　　　　　　　　　蓄電装置
　８１０，８１０Ａ　　　　　　　　　　電池ユニット
　８２０　　　　　　　　　　　　　　　ケース
　８２２　　　　　　　　　　　　　　　取付パネル（対象物）
　８３０，８３０Ａ　　　　　　　　　　電池モジュール
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　８３２，８３２Ａ　　　　　　　　　　本体部
　８３４，８３６，８３４Ａ，８３６Ａ　端子
　８６０　　　　　　　　　　　　　　　バスバー
　８６２　　　　　　　　　　　　　　　第１バスバー
　８６４　　　　　　　　　　　　　　　第２バスバー
　８８０　　　　　　　　　　　　　　　ケーブル（接続部材）
　８９０　　　　　　　　　　　　　　　取付ネジ
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【図１４】 【図１５】
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【図１９】
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【図２５】 【図２６】
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【図３２】
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【図４０】

【図４１】
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【図４６】 【図４７】

【図４８】
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【図５２】 【図５３】

【図５４】 【図５５】

【図５６】
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【図５７】 【図５８】
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